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【教育目標】 自ら学び、考え、行動する人   思いやりと責任感のある人   健康で心豊かな人 

 

大きな意味をもつ思い出。 
 

令和7年10月25日(土)、学芸発表会を実施しました。当日の様

子をお伝えする前に、閉会式での実行委員長の言葉をご覧ください。

この学校行事を通じて、生徒が掴んだものとは…。 
 

 

みなさんは、この３週間をどのように過ごしてきましたか。今日

に向けて、どれだけ頑張ってこられましたか。もちろん、一人一人

が努力を重ねてきたであろうことは、今日の発表からも伝わってき

ましたし、どの発表もとても素晴らしいものでした。 

私は、何か目標に向けて、熱意を持って取り組み続けることが苦手で、今まで、例えば「中学校生活で頑張っ

たことは何ですか」と聞かれても、言葉に詰まってしまうほど、自信をもって頑張ったと思えるような経験はあ

りませんでした。ですが、この３週間の私は、仲間たちのおかげもあり、そんな自分とは打って変わって、一生

懸命だったと言い切ることができます。振り返ってみれば、本当に短い期間だったけれど、その間中、仲間たち

と全力で打ち込むことができたことは、私の中学校生活において、大きな意味を持つ思い出になりました。 

今回の学芸発表会は、私たち３年生にとっては、最後の大きな学校行事でした。５か月後に卒業式は控えてい

ますし、それが最後だという捉え方もできますが、私たちにとっては、それほど時間がないのです。それは、

１,２年生のみなさんも同じで、みなさんが思っているよりもずっと、中学校生活というものは、あっという間

に過ぎ去っていきます。 

さらに、その先の私たちは、それぞれが自分で選んで決めた道へと歩みを進めていかなければなりません。そ

の途中で、時には立ち止まったり、しゃがみこんだりしてしまうこともあるでしょう。そんなときに、今まで歩

んできた道、すなわち過去を振り返ることは、避けては通れません。しかし、それゆえに大切なのだとも思いま

す。そして、そうやって思い出すことの中には、苦しいことも、楽しいことも、それぞれあるはずですが、やが

ては、そのすべてを愛し、素敵だと言えるようになりたいですし、みなさんにも、そうなってほしいと思ってい

ます。つまり、私は、みなさんの人生において、それこそ、この３週間のように、精一杯取り組むことでこそ得

られる、もう一度、前進するための理由になってくれる、そんな思い出が、一つでも多く残っていくことを願っ

ています。ですから、これからのみなさんの掛け替えのない中学校生活の中で、なるべくたくさんの“それ”を

見つけていってください。 

 

最後になりますが、見に来てくださった保護者の皆様、私たちを

支えてくださった先生方、心から感謝申し上げます。そして、こん

なに素敵な今日を実現するためにたくさんの努力と協力をしてきて

くれたみなさん、本当に、ありがとうございました。 

 

追伸、この学芸発表会が、いつまでもみなさんの心に残り続けま

すように。 

学芸発表会実行委員長 

３年 ○○ ○○ 

３年生総合発表 

閉会式での実行委員長の言葉 



 

 

この実行委員長の言葉を聞いて、あらためて本校の生徒の素晴ら

しさを感じました。なぜなら、楽しいことだけではなく、苦労した

ことも“大きな意味をもつ思い出”として前向きに捉えようとして

いるからです。そう思えるのは、生徒が真剣に取り組んでいた証で

すし、生徒がもつ力の一つだと思います。 

合唱コンクールでは、どの学年も、学級も、練習の時よりも一段

と上達しており、素晴らしい歌声を披露してくれました。合唱が苦

手な人、ステージに立つだけで緊張してしまう人、様々な立場の人

がいたと思いますが、お互いにカバーし合いながら１つの歌声を客

席に届けました。 

総合発表（総合的な学習の時間での経験や学習の成果を発表）で

は、校外学習や修学旅行で学んだことを劇仕立てで発表しました。

会場は笑い声で包まれる楽しいひと時でした。そして、普段の学校

生活からは想像ができないほど、生徒の新たな一面を垣間見る機会

にもなりました。多感な中学生。恥ずかしい気持ちを超え、真剣に

演技をする生徒の姿に感激しました。 

プログラムは、英語スピーチに吹奏楽部の演奏と続きました。ど

の発表も日頃の努力の成果が発揮されており、聴きごたえのある発

表でした。そして、大きな拍手と歓声を送る生徒の姿もあり、温か

い雰囲気で幕を閉じました。 
 

１枚の絵画から何を思う。 

 

 新宿区では、平和都市宣言にちなんで、毎年「平和の

ポスター展」を実施しています。今年も区立小･中学校か

ら多くの作品が出展されました。本校からは、３年生の

○○○○さんが出展し、「佳作」に選ばれました。 

 出展された作品は、戦場を思わせる風景や平和の象徴

とされる鳩が描かれているものが多かったです。 

 さて、○○さんの作品はいかがでしょうか。「平和と

幸せ 貴方は何を願う」と問いかけています。様々な人

の考えや思いがあるからこそ、この余白の使い方と色づ

かいなのではないかと想像が膨らみ、心惹かれました。 
 

表彰の記録 
 

 

【バドミントン部】令和７年度 新宿区民総合スポーツ大会（バドミントン･中学の部） 

女子団体  第４位 

【陸上部】    第 78 回 東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会 

男子共通 円盤投 第１位(44ｍ21･大会新記録) ○○ ○○（３年） 

男子１･２年 走高跳 第３位(1ｍ65)   ○○ ○○（２年） 

【美術部】    令和７年度 新宿区平和のポスター展  佳作 ○○ ○○（３年） 

合唱コンクール 

総合発表 

吹奏楽部の演奏 


